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戦没者追悼の現在
宮城県塩竃市浦戸桂島地区の場合
はじめに
I-)
近現代日本の戦争死者慰霊･追悼･顕彰研究は､終戦五〇年日の一
九九五年前後から､靖国神社を焦点として､急速に活発化した｡総じて､議論の根底にあったのは､人口の大半を占めるようになった戦争未経験の者たちが'戦争死者といかに向き合うかという問いであったoそして､二〇〇〇年以降の新たな動向として､戦争死者と生者の個別的な関わ-に注目した研究の増加を指摘することができる｡例えば'池上良正は､祭托された戦没者の集団性が問題とされることの多い靖国神社にあって､一般信徒による当施設への関わりの個人性に注
〔-)
目すべきことを提案している｡
戦争死者と生者の個別的な関わ-に注目するとき､身内を失った遺
族の中には､取-立てて遺族であることを主張しない'西村明のいう
｢3)
｢沈黙する遺族｣がいたであろうことが予測されるが､従来の研究は彼らの心意や行為を汲むことがなかった｡そして､研究者によってアプローチされなかった｢沈黙する遺族｣　の人数は､遺族全体を想像しても､決して少なくないと考えられる｡
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そこで､筆者は遺族が暮らす家を直接に訪問することで､従来の研
究が対象としてこなかった遺族にもアプローチすることにした｡また'地区を定めて訪問することで､各家･各遺族を独立した存在として見るのでなく'横の繋が-も視野に入れることにした｡さらに､彼らが戦没者と向き合う仕方について尋ねるのに､地理空間レベルを設定して､家レベルでの心意･行為から段階的に問う質問を設けることで'各家多様な追悼心意･行為のグラデーションを描-ことを企図し
･1)
た｡
調査地区を選定するにあた-､遺族宅を特定する必要から､｢戦没
者と遺族の名を記した名簿があること｣を条件とした｡これを満たす地域として､宮城県塩竃市の浦戸諸島(桂島･寒風沢島･野々島･朴島の四島からなる)　に属する桂島地区を選定した｡
以上から､本稿の目的は､桂島地区において､十五年戦争に出征し､
戦争がもとで亡-なった者の遺族が､自家の戦没者をいかに追悼してきたか'そして､追悼しているかを明らかにLt　その様態を考察することにある｡
三九
一調査概要本稿では'十五年戦争期の桂島地区の戦没者二四名を､それぞれを
A～Ⅹと表記する｡このうち､A～1は海軍tK～Xは陸軍所属であった｡戦没者の詳細は'調査概要の(二)(≡)で述べる｡
〓)桂島地区について【人口】　松島湾内に浮かぶ浦戸諸島は'十五年戦争以前は浦戸村と称Lt昭和二五年になって塩竃市に組み込まれた｡明治二二年四月の町村制施行により'現在の浦戸四島にあった四集落(野々島･石浜･桂島･寒風沢島)を合わせて､浦戸村と呼ぶようになった｡このとき'
】T-E
四集落合わせて戸数二〇八､人口二二五だった｡その後､浦戸村全体の人口は､大正二年に一五九一､昭和六年に一六三六という記録が残っている｡浦戸村の人口が一六七五であった昭和二一年､桂島地区
(6)
の人口は四一五であった｡昭和六〇年には諸島全体で'戸数三一〇㌧人口一二三八であったが､平成一七年には'戸数二五六㌧人口六四八と大幅に減少している｡筆者は'桂島地区の人口について'昭和二一年の四一五という記録しか把握していないが､浦戸諸島全体の人口と桂島地区の人口の減少の幅は､大枠で比例するものと思われる｡
桂島は､東西に細長い島で'西北部の桂島と東北部の石浜の二地区
がある｡両地区に交流はほとんどなく親戚関係のある家も二件だけと聞く｡両地区の生徒が一緒に通っていた石浜小学校が戦後になって廃校Lt尚のこと疎遠になった｡
地図一　浦戸諸島『浦戸の今昔』 (-) -頁より転載
【姓･親戚関係】　桂島地区に暮らす者の姓は'約七割が内海である｡姓の異なる家を含め'ほとんどの家が親戚関係にあり'内海姓の中でも大まかに三つの本家がある｡当地区では'彼岸や盆などの墓参の際には､親戚関係にある者同士がお互いの家の墓を拝む｡また､葬式の際は､地区の全員が喪家へ焼香に行-0【生業】　十五年戦争以前の浦戸諸島は'半農半漁の生活であった｡戟後'戦前から行われていた牡堀養殖に加え､昭和三〇年から数年の間に'ほぼ全ての家が海苔養殖を始めた｡現在でも､牡堀養殖か海苔養殖を専業に行う家が多い｡ただし､跡を継ぐ者がないので､ここ数年のうちに'遺族の家でも1件が牡堀養殖を止め'三件が海苔養殖を止めて引退した｡【戦時】　古老(大正七年生まれ｡現在では桂島地区から出征した男
d肖=I
性のうち唯一の生き残-である)が､自らの入隊に際して'｢地域の守-神｣と言われる松崎神社(桂島神社)　へ一人で参拝したという｡また､Sの出征に際して､浦戸村全体の出征式が桂島地区の桟橋で開
｢o=)
催され､Sの神式の村葬が､桂島中央部の石浜小学校で行われた｡空襲は､十五年戦争終結間際の一度きりだったと聞-0【寺院】　浦戸諸島の住人は､寒風沢島の長南家四件が官戸島の寺の檀家である以外､全員が寒風沢島の松林寺(臨済宗､瑞巌寺の末寺)の檀家である｡明治期に'他の地区よ-貧し-'各家個別の法事を営むことができなかった桂島地区のみが､四月第三日曜日(戦後のある時期までは四月二〇日)に行う合同施餓鬼という制度を導入した｡先代の住職の頃(三〇年前項)　から､それまで三七回忌､多-ても五〇
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回忌で｢弔い上げ｣としていた法事を'七〇回忌'一〇〇回忌まで行うようになった｡ある遺族によると'遠忌導入の背景には､浦戸諸島全体の人口減少を理由とする寺の収入の減少があったという｡寺の過去帳を見て'回忌にあたる者を書き出した住職が､桂島地区の世話役にそれを地区内の掲示板に貼ってもらい､各家に知らせる｡【葬制】　当地区の墓域は'地区の南西部にあ-､そこに各家の墓があるo　ここでは､戦没者をl基で配る墓は､Cのものしかない.昭和四1年に､それまで一人の死者について1基ずつ墓を建てていたのをt Rの家が｢代々墓｣にした｡これを契機として｢代々去｣化が始まり､平成10年に墓を建て直したKやMの家をもって完了したo土葬については'平成七年が最後であろうという｡【信仰･生活】　塩竃神社の講(氏子崇敬会に加入した家の集まり)がある｡まとめ役が､毎年一〇月の講社大祭の日取-を皆に連絡し､最近では講員の三分の二ほどが塩竃神社へ行って札をもらう｡また'出羽三山講が数年前まで組織されていて'数名で出羽三山まで出掛けていたという｡
戦後の生活変化として､病院への通い方の変化がある｡かつては痛
みなどに耐えられなくなるまで島の自宅で療養し､島から塩竃の病院へ移ったら｢もう帰ってこない｣と考えられたというが'現在は島から通院したり､島外に暮らす子供たちの家から通院した-するという｡(二)基礎資料
基礎資料として､浦戸諸島の公民館長を務めた鈴木寛蔵氏が､昭和
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三十一年六月に作成した'｢海軍関係戦没者及遺族者名簿｣と｢陸軍関係戦没者及遺族者名簿｣を用いた｡この名簿には'戦没者の属性が､九つの項目(本籍､身分'氏名･生年月日､死亡年月日､(死亡原因の)区分'死亡場所'現住所､続柄'備考)　に分類して記されている｡本名簿については､作成方法が詳らかでない｡しかし'内容から推測すると､日活戦争から十五年戦争までの戦役に従軍し､戦争がもとで亡-なった死者を｢戦没者｣として､戦没者自身の　｢本籍｣が浦戸諸島内である者と､名簿作成の昭和三十一年の時点で遺族の　｢現住所｣が
(9.
浦戸諸島内である者を'名簿化したと推測される｡
浦戸諸島全体で､日清戦争以降の戦没者は'海軍関係三五名､陸軍
関係六九名の計一〇四名とされる｡そのうち'桂島から四四名(海軍一六名､陸軍二八名)､寒風沢島から三六名(海軍1二名､陸軍二四名)'野々島から二1名(海軍七名'陸軍一四名)'朴島から三名(全て陸軍)の戦没者が出ている｡このうち､桂島は､桂島地区から二六名､石浜地区から一八名の戦没者が出ている｡戦死の時期について見れば､日清戦争において桂島地区から一名'日露戦争において桂島地区と寒風沢島から三名､大正八年に寒風沢島から一名死者が出ている以外'九九名は十五年戦争期の戦没者である｡桂島地区からは､日活戦争で1名､日露戦争で1名､十五年戦争で二四名の戦没者が出たことにな
l nリノ
か｡(≡)桂島地区の戦没者の基礎情報
訪問に先立って､鈴木氏作成の名簿から'十五年戦争期の桂島地区
四二
の戦没者二四名について'名簿(表一)を作成した｡(①生年月日)　卜五年戦争がもとで戦没した者たちは､明治三1年生まれの-から大正1四年生まれの1まで'昭利1二年の日中戦争開戦時において､一二歳から三九歳ほどであった｡(②没年月日)　日本が敗戦した昭和二〇年に､1四名の戦死者･戟病死者が出ていることがわかる｡
｢‖)
(③没年齢)　　10代が一名､二〇代がl二名亡くなっており'年若い死であったことがわかる｡(④軍での階級)　みな下士官以下である｡(⑤死の区分)　戟死が一五名､戦傷死がl名､戦病死が人名とされる｡
I
(⑥死没地)　昭和l五年末までに戦没した五名のうち'昭和1四年三月に広島陸軍病院で戦病死したⅤ以外の四名は､全て中華民国で戦没している｡以後'戦線の移動に伴って､Lが北洋での戦死である以外､死亡場所は南洋方面に移っている｡(四)　調査時期
二〇〇八年1　1月三日～同年l二月二E日　(期間中'定期的に島
を訪問調査した)(五)　調査方法
今回､前述の古老に､名簿の遺族宅が現在ではどの家に当たるのか
を聞き､質問用紙を手に各家を訪問する'という方法を採った｡なお'
筆者は話を聞く遺族について､戦没者と直接の関わりを持った世代の者(妻や兄弟)を優先し'そうした者たちがいない場合､血縁の深い者(子供'甥や姪)　に話を聞いた｡
調査を行う中で'戦没者同士が兄弟である者が､D&W､E&Q､
F&Uの三組あることが確認された｡また'絶家している家が三件(A､D&W､Ⅹ)'遺族が入院していてその者以外親戚がない家が二件(E&Q､T)あり､古老とSの甥およびGの姪の中から'その家について詳しい者に話を聞いて補った｡さらに'遺族が島外に暮らしている家が二件(Gt L)あり､その者には電話をして確認した｡(六)質問項目
■
各家庭で質問する項目は'以下のように設定した｡まず'【こ戦
一
没者･各家庭の情報を尋ねる質問を設けた｡続いて'桂島地区を中心に'家･桂島地区･塩竃市･宮城県･国･国外の順に(地理)空間レベルを分け､【二】家レベルでの戦没者との関わり､【三】桂鳥地区レベルでの戦没者との関わ-､【四】戦没者をめぐる塩竃市･宮城県･国･国外レベルとの関わりを尋ねる質問を設けた｡各群の質問内容については､二　(一)を参照頂きたい｡
二　調査結果概観･考察
(こ　調査結果概観
話者､および【こ【二】のうち回答が記述式でないものを､表二
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にまとめた｡遺族に直接話を開けなかった七名の戦没者(A･D･E･Q･T･W･Ⅹ)以外､一七名の戦没者について､述べ1八名の遺族に直接話を聞いた｡
〓】戦没者･各家庭の情報
･質問一｢話者(生年)｣'質問二　｢戦没者と話者の関係｣
戦没者の両親で'健在の者はない｡戦没者の妻は三名(いずれも再
婚した)が健在であり'うち二名(Mの妻(大正七年生まれ)t Rの秦(大正一三年生まれ))に話を聞いた｡仙台の娘の家にいるNの妻は除外した｡また､戦没者の兄弟は､二名が健在である｡戦没者の子
.ド
供が家長となっている家が六件ある｡直系遺族として戦没者の孫が墓守をしている家は､しの家のみである｡戦没者の甥や姪が'戦没者と最も血縁の深い者である家は､甥が六件､姪が二件である｡ただし､Cの甥とKの甥は不在であったので､前者はCの甥の母に､後者はKの甥の妻に話を聞いた｡
このうち､戦没者との経験･記憶を語ったのは'戦没者の妻二名と'
戦没者の子供ではHの娘(昭和五年生まれ)とMの息子(生年未確認)､戦没者の甥や姪ではFとUの甥(昭和七年生まれ)の合わせて五名である｡他は'昭和一一年から昭和二巳年の生まれで､戦争を経験した記憶をほとんど有していないか'戦後の生まれである｡従って､生誕時には戦没者が既に出征していたり'戦死していたりした場合がほとんどであった｡以上から､戦没者との経験を記憶している世代は少数であり'多くが伝え聞いた-'遺影などからそのイメージを感受した
四二.
-した世代であるといえる｡･質問三　｢戦没者について､知っていること･伝え聞いたこと｣
遺族から直接話を聞いた家では'｢父は岩手県下閉伊郡の人であり､
父と母の結婚生活は三･四年だった｣　(Bの娘)'｢FとUの父は､先妻との間にFの甥の父の他に二人の子をもうけ､後妻との間にFとUとほか数人の子をなした｡後妻との間にできた子のうちで最初の子がt pである｡それにUとFの順で続く｣(Fの甥)というように'血縁･親戚関係の中に'戦没者を位置づけて語られることが多かった｡例外的に､Vは島外からもらい子として家に来てまもなく出征したので､硯在家を守る甥夫婦さえ'一昨年の彼の七〇回忌の際に住職に言われて調べるまで'その存在を知らなかった｡
血縁･親戚関係の中で押さえられている戦没者であるが､その人柄
や出征の状況は､ほとんどの家で知られていない｡戦没者との経験のない世代で'Sの甥のように'息子の死を｢不潤でならない｣と悔やむ祖母から詳細に聞いて'出征や村葬の様子を知っているのは稀である｡入隊についてt IとMが志願､LとRとSが召集であると聞いた｡さらに詳しい出征の状況を知るのはt Mの妾とRの妻t sの甥である｡｢櫓の船で一人島から出征していった｣(Mの妻)､｢Rは船方だったから'操業先の北海道で召集の知らせを受けた｡帰島後､朝四時塩竃発の列車で柑ケ岡の第四連隊に入隊すべく､出立していった｡結婚後'わずか五〇日程の出来事だった｡私は､実家が近かったので､自分の両親と一緒に柑ケ岡まで見送りに行った｣(Rの秦)､｢二年間の兵役
四四
を終えて婚約をしたSだったが､すぐに召集令状が来たo sはショックで､頭から布団を被って出征を嫌がった｡Sは野々島と寒風沢島から一名ずつを合わせた三名で出征することになり､桂島地区の港で出征式をした｡しかし､Sの名を書いた臓だけがだら-と垂れ下がり､誰もが嫌な予感を抱いたo sは死に､l緒に出征した11人は無事に島へ戻った｣(Sの甥)､という｡また､夫の出征に際して､Mの妻は｢死ぬものと諦めていた｣､Rの妻は｢死んで-つペな-｣と死を覚悟したという｡･質問四　｢遺骨の帰還の様子｣
戦没者の遺骨が送られてきた家はなかった｡白木の箱が送られてき
/
た様子は記憶されていないが､箱に実際の骨以外のものが入っていたという話を､B･H･-･K･M･0･Sの家､じ件で聞いた｡それぞれ､｢白木の箱は開けずにただ眺めていた｡そのまま墓に入れた｣(Mの妻)､｢箱の中は空に近かった｣　(0の弟)､｢箱に紙だけ入っていた｣(Hの娘･-の息子･Kの甥の嫁)､｢髪の毛と石と戦場の名を記した紙が入っていた｡髪の毛は'戦地に行-前に切ったかもしれない｣(Bの娘)'｢遺髪のみ入っていた｣　(Sの甥)という｡･質問五　｢葬送の様子｣
葬送の様子は'ほとんど記憶･伝承されていない｡葬儀についてt
sの甥が｢H中戦争以降の戦役で'浦戸諸島からの最初の戦没者だったから'盛大な村葬が行われた｣という｡埋葬について､Fの甥が｢お
墓には､生きているうちの形見を入れた｡(溺死したUについて')揺子江の流れは速-て､骨なんかあがらないっちゃ｣､Hの娘が｢白木の箱ごと墓に入れた｣､Mの妻が｢白木の箱をそのままお墓へ入れた｣という｡･質問六　｢各家の戦中･戦後生活｣
各家多様であるが'総じて見えて-るのは､戦後の時期を必死に子
供を育てようとした家(Bの家)'高齢の遺族が一人亡-なり絶家した家(A･Dの家)　や､今まさに高齢の遺族が1人入院し絶家しそうな家(E&Q･Tの家)'中年層･若年層が島を離れ'その親･兄弟が島に残っている家(K･M･N･R･Sの家)　の姿である｡
≡】家レベルでの戦没者との関わり
･質問七　｢戦没者の写真の有無｣
遺影の1葉のみの者が'1三名あった｡複数ある場合は､B･-･
M･R･Sの五名である｡Bは遺影の他に結婚式などの写真数葉､-は軍服姿でない平服の写真が二様､Mは遺影と勲章を授与されたのを記念して製作した遺影(下部に｢祈願鎮魂｣と書かれている)の二葉､Rは遺影とアルバムの一葉の二葉､Sは遺影と他にSの葬儀などを写した数葉である｡複数ある場合は'遺影以外が仕舞われていることが多い　(Bの次女のみ'｢両親の結婚式の写真を時々取fq出して見る｣)o遺影は多くの家で仏壇や仏壇の上の壁に掲げられている｡
NとSは'遺影の他にあった写真の多-が､ある時期に話者以外の
戦没者追悼の現存　-　宮城県塩竃市浦戸桂島地区の場合　-
遺族によって捨てられてしまった｡PとⅤとWの三名の姿を伝えるものはない｡また､Gの姪は､｢(｣ハ年年ほど前に)家を建て替えた際に､(壁にかけていたGの遺影を)堰-外した｣という｡さらにt Xについては､Sの甥が彼の家で遺影を見たというが､筆者は実見していな1　0
I.∨
遺影の形態については'写真が多いが､E･Q･H･Mの四名は肖
像画である｡その形態について'｢小さな写真を賞状大の大きさに引き伸ばしたのではないか｣　(Bの次女)､｢おそら-小さなものを引き伸ばしたのだろう｣(Cの義姉)､｢生前の写真を基に'服を着せ変えて､年齢を重ねたように描いてもらった｣(Hの娘)､｢勲章が授与されたのを記念して'年齢を重ねた風に写真へ手を加えてもらって作った｣(Mの妻)という｡遺影は､平服資の-以外'全て軍服姿である｡Nの1人息子は､Nの記憶はまるでないが､｢歳を重ねる毎に遺影の写真に顔が似てくるから'親子なのだと実感する｣という｡･質問八　｢位牌の有無｣
F･P･Uの三名の位牌はないが'後は未確認の家(H･-･1･
o･R)を除く家で'存在を確認した｡形態について確認した位牌はtc･Gの二名はl人1　つの独立した位牌の1つとしてt E･K･Sの三名は繰出し位牌の中の1つとしてあったo･質問九　｢遺品の有無｣
戦没者の生前の品や出征の際に遺した品などが現存する家はない｡
四茄
戦地から手紙が来たという話も聞かれずt Mの妻が言うように'｢(出征した者は)行ったきりだった｣という状況であったようである｡戦没者の遺品が残っている家は､LとSの家の二件である｡前者は､沈没したしの船の乗組員が戦後に､｢(船長のしは､)立派な最期でありました｣という言葉と共に残していった､しの船の船体の木である｡後者は､Sと同時に出征したSの許婚の兄が､戦死したSの体から取って奉公袋に入れて実家に送ってきた'時計･財布･手帳である｡前者は仏壇に'後者は押入れに保管されている｡･質問一〇　｢そのほか記憶に纏わる品の有無｣
国や靖国神社､遺族会から戦後になって賞状や通知が届き'現在で
も掲げるなどしている家が数件ある｡すなわち'勲八等を授ける賞状が'E･M･K･Rの四名の家で飾られている　(Mの妻は賞状が贈られてきたとき､｢勲章もらっても-(どうにもならない)｣という気持ちだったという)｡四枚とも叙勲の日付は､昭和四l年から翌年にかけてである｡また､Sの家では､Sの父以下､当家から出征した者全員が国から受けた勲章が保管されている｡さらに､Mの家では､Mの靖国神社合紀を知らせた｢昭和三〇年l〇月｣付けの靖国神社宮司からの通知の紙が仏壇に置かれている｡桂島地区の遺族では只一人遺骨収集に行った-の息子の家では'遺骨収集に対して宮城県連合遺族会会長から｢昭和五十年二月二日｣付けで送られた感謝状が､-の写真の横に飾られている｡
四六
･質問一一｢仏壇への日常的な関わり｣
仏壇のないpの次男の家と島外に移ったGの姪の家以外'仏壇を持
つ家では全て日常的に何がしか供えられている｡｢毎日'水とお茶とご飯を供え､線香をあげる｣家が八件､｢毎日､水とお茶を供えて､線香をあげる｣家が三件である｡Kの家では'最近供え物をするのが二日に一回になっているという｡どの家でも､戦後ずっと同じようにしてきたという｡
供え物については総じて'特に意識せずに習慣的に同じものを供え
ているようであるがtKの両親が存命中には'｢(Kは)水が飲めなかったろう｣と言って水とお茶を供えていたという｡またt Gの姪とSの甥から､かつて｢(戦没者を含む)　ご先祖各人の命日には､朝は精進料理を食べた｣と聞いた｡現在でも戦没者の命日に､｢花を取-替え､果物と料理を供える｣　Bの娘や'｢お酒と手料理二､三種を供える｣Hの娘､｢花を新し-する｣Sの甥のように､何か特別に用意する者もある｡
ちなみに'かつてN･0･Sの家では'遺族年金が来ると仏壇に供
えていた｡行っていた時期について'Nの家は二〇年前頃まで､0の家は未確認'Sの家は昭和四一年以前(この年に'｢仏壇に供えた後に孫であるSの甥らに小遣いを-れた｣Sの母が亡-なった)である｡･質問一二｢戦没者の霊あるいは魂に対する認識(カミか､ホトケか)｣'
質問l三　｢戦没者の霊あるいは魂の所在｣七件で回答が得られ'いずれの家でも､｢ホ-ケ｣であり､｢仏壇に
いる｣という｡靖国神社ではカミとして紀られていることについて更に尋ねたところ､Fの甥は'｢国のために死んだのでカミサマ｡でも､FとUの霊は仏壇にいると思う｡個人は個人｡靖国は日本全体のカミ｣と説明した｡また､Kの甥の妻は'靖国神社に参拝した際､｢戦争で死んだら'カミサマになるんだな｣と思ったといい､Rの姪も'靖国神社に参拝した際､｢家ではホトケなのに､靖国神社ではカミサマなのか｣と不思議に思ったという｡Fの甥については､独自の説明で自己了解が済んでいるが'あとの二人は共に靖国神社に参拝した際に初めて心付き､よ-わからないまま受け入れている｡Rの姪は､靖国神社ではカミとして配られていることや､そこに配られ続けることについて'｢国がすることだから'自分たちにはどうしようもないLt　よ-わからないけど受け入れる｣と答え'そこに積極的な説明を見出そうとはしていなかった｡ノ
また､Sの母はt sが亡-なった当初､息子をカミと捉えていたよ
うで､Sの遺影は神棚に経られていた｡Sの甥によれば､遺影が仏壇
(E)
に移った時期は､｢神道は神道､仏教は仏教ってなった頃かな｣という｡その後もSの家では､他家のように床の間に正月飾-をすることがな-'その理由は｢床の間には､カミサマのSがいるから｣と説明された｡Sの母が亡-な-､家を建て替えた三〇数年前に'他家と変わらない正月飾りをするようになった｡･質問一四｢質問七～一〇の品に､あるいは質問二の場で､戦没者
に話しかけた経験の有無｣
戦没者追悼の現在　-　宮城県塩竃市浦戸桂島地区の場合　-
話しかけない家がほとんどである｡しかし､FとUの母が｢遺影に
話しかけたり'涙をこぼしたりしていた｣といわれ､Mの妻が｢かつては'毎日寝起きの時に(遺影に)話しかけていた｣と語るように'戦没者の母や妻など関係の深い遺族は'話しかける者もあったようである｡また'戦没者に関係の深い遺族が話しかけなかった理由は､その子らによってt Iの妻について｢生きてい-のに必死で｣t oの母について｢戦後は忙しい時代だったから｣などと語られた｡｢今でも､出掛ける前や帰宅したとき'ご先祖全員に話しかける｣(Hの娘)'｢供え物をするときに'ご先祖のホトケサンたちに話しかける｣(FとUの甥)と語る二名は､先祖全員に話しかけている｡･質問一五　｢戦没者が夢に出てきた経験の有無｣
｢父に肩車されたのは覚えている｣というMの息子のみ'｢遺影の
顔のMを夢に見たことが何度かある｣という｡ほとんどの者が｢夢に見る理由がない｣と答え'Hの娘は｢やることやってるから､夢には出ない｣と答えた｡【≡】桂島地区レベルでの戦没者との関わり･質問一六　｢一年間の墓参の回数｣
少ない者では年に二回､多い者では家族の命日の墓参を加えて年六
回であった｡桂島地区で墓を参る口とされる正月一六日･春の彼岸･盆･秋の彼岸を中心に'四回前後参る家が多い｡
四七
･質問一七｢子供や孫の世代が墓参りをするか否か｣
回答を得た全ての家庭で､質問一六で尋ねた墓参-の機会には､島
を離れて暮らす子供や孫たちも帰島して'一家揃って墓参-をするという｡【四】戦没者をめぐる塩竃市･宮城県･国･世界レベルとの関わり･質問一八｢桂島地区関係の戦没者を紀る施設や関係する場所への訪
問経験の有無｣質問l八とl九は､当地区関係の戦没者が紀られている桂島地区外
の戦没者慰霊施設について尋ねることで､岩田重別のいう｢多量祭
(I;)
柁｣の状態を､遺族がいかに受容･認識しているかを問うものである｡また､想定したこれらの施設以外に､遺族が訪ねた戦没者関係の施設
(16ノ
や場所がある場合は'それらも答えてもらった｡
浦戸諸島レベルで戦没者を配る施設は'寒風沢島にある｢明治三十
七八年役戦死者忠魂碑および従軍記念碑｣のみである｡古老によれば'｢(十五年戦争の)戦後'浦戸のどこでも､戦没者の尉蓋をする機会や戦没者の慰霊碑を建てようとする動きはなかった｣という｡従って'当地区の戦没者を集団で追悼する機会は､月見ケ丘の慰霊碑において
〔ー7/
宮城県連合遺族会の塩竃支部が主催して行う､毎夏の慰霊祭が最小単位となる｡
従って､浦戸諸島の外で､当地区の戦没者が配られている戦没者慰
h
霊施設(月見ケ丘の慰霊碑'宮城県護国神社'靖国神社)'およびこれらの施設以外で遺族が訪問した戦没者関連の施設･場所(宮城之
四八
塔･戦没地)は､空間レベルにおいて以下のように整理できる｡
○塩竃市レベ､ル
月見ケ丘の慰霊碑
○宮城県レベル
宮城県護国神社
〇回レベル
靖国神社､宮城之塔
○国外レベル
戦没地
/
月見ケ丘の慰霊碑とは'昭和二八年四月に塩竃市が､市の北西部に
ある月見ケ丘の土地に､日活戦争以降に出征･戦死した塩竃市出身者
二五〇余名のために建てたものである｡宮城県護国神社には'宮城県出身の戦没者および元第二師団管区(福島､山形､新潟県の一部を含む)出身の戦没者が合わせて室ハ〇〇〇余柱配られている｡宮城之塔とは､沖縄戦において落命した四五五〇〇名の宮城県出身者の魂を慰めようと,昭和四三年二月に'宮城県知事を会長とする慰霊塔建設委員会が'沖縄県の魔文仁の丘に建てたものである｡以F,各施設･場所への遺族の参拝動向を概観する｡特に､月見ケ
丘の慰霊碑と宮城県護国神社､靖国神社については'遺族の参拝動向を順に表三～五で示した｡(月見ケ丘の慰霊碑)　月見ケ丘の慰霊碑に行った経験のある者は､
全て慰霊祭の機会に出掛けてお-､1五名を確認した｡このうち'現在でも慰霊祭に参加しているのは'0の弟の妻のみである｡
かつて定期的に通っていたのは'遺族が｢ずいぶん行っていた｣｢毎
年のように行っていた｣という'戦没者の母二名(Gの母､Sの母)､妻三名(Dの妻､しの妻t Mの妻)　の計五名である｡このうち'Mの妻は､｢七〇歳頃まで毎年出掛けていた｣という｡他に'不定期に五､六回通ったとされるDの母がいる｡また､昭和四五､四六年頃に遺族会青年部に入ってから辞めるまでの一〇年間毎年通った'戦没者の息子が一名いる｡数回程度通った者は､戦没者の父が一名､兄がl二名'
㌧.
兄嫁が一名､妻が一名'娘が一名の計七名であった｡
概して､既に死没した遺族が､尉筈芸不などにどの程度参加していた
かは記憶されていない｡その中で､慰霊碑に行った可能性のある者は､以下の六名である｡すかわち'遺族が｢行っていたかもしれない｣というFの母･Kの母･pの妻と､遺族会の役員を務めていたEとQの兄弟･Kの弟､｢(慰霊祭のあと)　ご飯や落雁が出る｣と母とそろって言っていたMの息子である｡(宮城県護国神社)　宮城県護国神社に参拝経験のある遺族は､九名を確認した｡このうち､定期的に通っていたのは､月見ケ丘の慰霊祭に熱心に通っていた五名のうち､Mの妻を除-四名である｡一～三回通った者は､戦没者の父･母･兄･妻･息子それぞれ1名ずつの計五名であった｡(靖国神社)　靖国神社に参拝経験のある遺族は､十名を確認した｡月見ケ丘の慰霊祭に熱心に通っていた五名のうち'しの妻が｢毎年の
戦没者追悼の現在　-　宮城県塩竃市浦戸桂島地区の場合　-
ように行っていた｣'Sの母が　｢四､五回だろう｣t Gの母が｢一度-らいの参拝のはず｣とされる｡他は､戦没者の子供が三名､戦没者の甥が一名'姪夫婦の二名'甥の妻の一名である｡可能性としてt sの弟が｢何度か行っていたはず｣と言及された｡(宮城之塔)　Kの甥の妻としの妻の二名が､どちらも自家の戦没者は配られていないが､1度ずつ出掛けているo訪問した時期は､前者が一九九二年､後者は不明である｡(戦没地)　桂島地区から戦没者の死地に赴いたのはt Iの息子のみ
;.
である｡-の息子は'昭和四九年五月二八日から六月二八日にかけて'-の死地ラバウルを含むビスマルク諸島方面への遺骨収集の旅に､｢日本遺族会青年部大東亜戦争戦没者遺骨収集団員｣として参加した0同氏は出発に先立ち､-と同じ部隊に所属した七ヶ浜在住の者に､｢(死亡の)だいたいの場所｣を聞いたという｡･質問一九　｢質問一八の施設や場所へ行く理由｣(月見ケ丘の慰霊碑)　月見ケ丘の慰霊祭に参加した自発的な動機については'参加した者から聞-ことができなかった｡しかし､参加に際して'｢誘われる｣あるいは｢ずっと慰霊祭に行っていた遺族が亡くなり'引き継ぐ｣という二つの契機が窺われた｡
前者について､Mの妻はDの妻に､Rの妻は｢塩竃市内の知り合い
の商店の人｣　に'誘われたという｡先に､月見ケ丘の尉芸並祭に熱心に通っていた五名として'戦没者の母二名､妻三名を挙げたが'母二名についてはそれぞれ'｢(戦没者の妻たちより)一世代上だから､一緒
四九
に行動しなかった｣(Gの姪､Sの甥)と聞いた｡話を聞いた範囲では､妻世代には誘い合わせるという横の繋がりが窺われた｡後者について､熱心に尉筈芸不に通っていた遺族の死により､Gの兄とSの兄､oの弟の妻の三名が慰霊祭行きを継いだ｡慰霊祭行きを継いだ戦没者の兄二名は､両者ともまもな-体を悪-して出掛けな-なった｡0の家のみ継続している｡
既に亡くなった遺族が慰霊祭に行かなかった理由は､｢(Bの妻は)
娘を育てるのに必死で｣というように､三件で忙しさが理由に挙げられた｡存命のFとUの甥も'行かない理由として同様の理由を挙げた｡(宮城県護国神社V sの兄は'｢母から継いだから｣であるという｡-の息子は､最初は｢行ってみっか1､という感じで｣'二度目は｢知人の神前結婚式で｣行ったという｡(靖国神社)　既に亡-なった遺族の自発的な参拝動機について､二件で話を聞いた｡しの妻は､遺族会の役員をしていたこともあり､｢(戟没者遺族)　みんなのためという意識の方が強かった｣ようで､｢宮城県護国神社や靖国神社には毎年のように清掃に出掛けていた｣という｡また､Sの甥はt sの弟(四男)　が｢行っていたはずだ｣という根拠を'｢九段に近い本郷に住んでいた上に､戦友もた-さん亡-なっているから｣とした｡存命の遺族からは､｢何とな-行ってみたかった｣(Kの甥の妻)'｢1度は行ってみたかった｣　(Sの甥)　と聞いた｡
-の息子とMの息子は､中学三年時に宮城県主催の戦没者遺児の靖
国ツアーで､初めて参拝したという｡他にも'Kの甥の妻が終戦五〇年目の年t Rの姪夫婦が数年前t sの甥が一昨年､初めて参拝した｡
五〇
契機はそれぞれ､｢娘の大学の入学式が九段の傍であったため　(行ってみようと思った)｣　(Kの甥の妻)､｢(毎年正月に行われる)塩竃神社の海苔品評会で準優勝し､塩竃神社宮司の引率で宮内庁などに海苔を納めに行-行程に､靖国神社への参拝が含まれていたから｣　(Rの姪夫婦)'｢民生委員の全国大会で武道館に行った際､移動に使ったバスが'偶然にも靖国神社の第一鳥居のそばでしばら-停車することになったから　(関心を持った数人と連れ立って駆け足で参拝した)｣　(Sの甥)　である｡参拝以外の用向きで東京に行った者が､偶然の契機から参拝の機会を得ていることがわかる｡(宮城之塔)　Kの甥の妾は旅行で'しの妻は｢遺族会関係の役員として行ったようだ｣という｡　　　　　　/
戦没者を紀る施設へ戦没者に会いに行-という心意は､｢(Gの母は
そうした施設に)会いに行っていたのだと思う｣　(Gの経)､｢月見ケ丘や靖国神社に行-と､(Mに)会えたなと思う｣　(Mの妻)'(靖国神社社頭で)｢おじさん､六〇何年も来れな-てごめんよ｡俺も歳だから､最初で最後かもしれないよ｣(Sの甥)という語-から窺われた｡･質問二〇　｢靖国神社に紀られていることに対する認識｣
五名の遺族から回答を得た｡このうち'Kの甥の妻とNの息子､S
の甥の三名は｢あ-がたい｣､Gの姪としの孫の二名は｢あ-がたいと思わない｣､と答えた｡
肯定の理由として､Kの甥の妻は､｢お国のために､なんて思って
死んだ人は一人もいないと思う｡みんな生きたかったはず｡-やしさを感じながら死んでいったはず｡とんでもない時代に生まれたなって'思ってたんじゃないかな｣と言い'だからこそ､その死を国が記憶することを｢あ-がたい｣と答えたo sの甥は､｢戦死者の死は､まさに犬死だった｣と言い､だからこそ'｢最高府の長である首相は'靖国神社にl年に1度は行ってやって欲しい｣と言う｡両者に共通するのは､国の過ちは､国が記憶し､償ってほしいという意識である｡この質問への回答ではないが､Rの妻は､｢｢(首相は)靖国神社に行くな｣という話があるけど､随分勝手だと思う｣と語った｡
否定の理由としてt Gの姪は｢戦争の映像などテレビで見ると､国
のせいでなくなっていやだなと思う｣から､しの孫は｢うちはうち｡供養をしっかりするだけ｣だから､という｡前者は､国の政策そのも
メ
のへの批判から'後者は'国のすることと自分の行う家レベルの供養は異なるとの意識から､否定している｡･質問二一｢遺族年金の受給の有無｣
現在'遺族年金を受けている者のうち､妻への給付分を受けている
のは､(Mの弟との)継縁であったため資格を失わなかったMの妻のみである｡｢花代｣について'地区内に暮らす七名の遺族の受給を本人に確認した｡すなわち､Bの娘'FとUの甥､Hの娘t Iの息子､Mの息子'Nの息子､oの弟である｡このうち'甥であるのは､Fと
(=)
Uの甥のみである｡また､桂島地区に暮らす遺族以外の者が､四万円を受給している家については､三件が確認された｡すなわち'｢血の
戦没者追悼の現在　-　宮城県塩竃市浦戸桂島地区の場合　-
繋がりのない変な人｣が受給しているGの家'｢Kの母が育てた里子｣が受給しているKの家､｢Rの父が1時連れ添った人｣　(Rの　｢妹｣扱いだった｢義娘｣であ-'血の繋がりはな-､墓参-などにも来ない)が受給しているRの家である｡
さらに､今も健在の遺族から聞いて､既に死没した遺族が存命中に
受給していた事実を九名分確認した｡すなわちt Kの父'しの母とRの母､Bの妻と-の妻､｢花代｣を受けていたFの兄･Gの兄･Sの兄と弟である｡今回､遺族から確認した以外にも'既に亡-なった遺族が遺族年金を受けていた事実が､まだ多-あると考えられる｡
遺族年金を受けていた家が潤沢であった様子はt Lの孫･Rの姪･
Sの甥によって語られた｡しの孫は､｢当時は中学校を卒業すると､家業を継いだり､東京へ集団就職したりと誰も高校へ進学しない中｣､祖母であるしの母が｢自分を高校まで行かせて-れたのは､今考えれば遺族年金のお陰だった｣と語った｡Rの姪は'祖母であるRの母が､｢よく孫である私たちに小遣いを-れ､祭では着物など新調して-れた｣と言い､｢前掛けに果物やお菓子を入れて､よ-私たちに-れた｣'｢晩年には､夕食のときに祖母だけ､マグロの中落ちが一品多-用意されていた｣と語った｡Sの甥も'祖母であるSの母が仏壇に供えた遺族年金から｢よく小遣いを-れた｣と言う｡
｢花代｣が桂島地区に暮らす遺族以外の者に渡っている家がt G･
K･Rの家の三件あった｡いずれも現在受給しているのは､戦没者が出征する時期の前後に一時的に一つ屋根の下に暮らしていた者たちであり､現在では没交渉となっていて'｢墓守をしているのは私たちな
五一
のに｣という言葉と共に語られた｡また､Sの甥は遺族年金について'｢墓守代ではな-､戦没者と暮らした家族のためのもの｣と語った｡･質問二二　｢遺族会費の支払いの有無｣
現在､遺族会費を納めている者はない｡これは'戦後ずっと回収役
をしていたしの母から､彼女に頼まれて役を引き継いだEとQの兄弟が入院したことで､回収役がいな-なったことによる｡
遺族会費を払っていた事実については､F･G･K･N･R･Sの
家､六件で確認した｡すなわち､EとQの兄弟が入院するまで納めていたFの甥とNの息子とRの姪'｢花代｣をもらっていたGの兄とその後を引き継いでしばら-納めていたGの姪'｢遺族年金が支給されな-なるまで払っていた｣Kの甥の家､亡-なるまでずっと納めていたSの母･Sの兄と断るまでの間に払ったSの甥である｡既に亡-なった-､入院したりしている者の中で､遺族会費の回収役をしていたしの母とEとQの兄弟'遺族会活動に熱心であったというDの妻は払っていた可能性が高い｡
納める理由として､Nの息子は｢墓守をしているのが自分であって'
花代が国から送られて-るから｣という｡また'納めなくなる契機として'Gの姪は'｢遺族年金をもらっていないLt　国のために死んだのに､遺族会のような組織に会費を納めること｣に疑問を覚えt Lの母が回収に来たときに疑義を唱えて断った｡Sの甥は､父亡き後もしばら-支払っていたが'｢回に一銭ももらっていないのに､払えない｣と思い､EとQの兄弟に断ったo Fの甥は､回収役がいなくなったの
五二
で､｢市がやってるもんだ｣と思い､窓口に問い合わせたところ､市の管轄でないことを知り､｢納め先がわからない｣　ので､以後納めていない｡回収役の遺族の高齢化によって､桂島地区においては遺族会組織とのパイプ役がいなくなったことになる｡(二)考察
ここでは､二　(1)　において概観した遺族からの回答を､空間レベ
ルに応じて､考察する｡(家レベル)　多-の家で仏壇に戦没者の位牌が置かれ､遺影が仏壇や仏壇の上の壁に掲げられている家も多く､その傍に叙勲の賞状が掲げられている家もある｡そうした品や場への対処の変化として､戦没者個人を思い浮かべて対処する機会の減少が窺われる｡すなわち､戟役者個人を思い浮かべながら仏壇に水や茶を供えた戦没者の両親や'遺影に向かって話しかけたり泣いた-していた戦没者の母は亡くなり､戦没者の命日に精進料理を食べるということもされなくなった｡遺影に話しかけていた妻も､話しかけな-なった｡遺族に面と向かって尋ねれば､戦没者の霊魂は｢ホ-ケ｣であり｢仏壇にいる｣と答える者もいるが､彼らが日常的に仏壇に供え物をする様子を窺うと'戦没者個人に対してではな-先祖1股に対して行っていると考えられる｡現在では､戦没者の命日に特別なことをするのは､父の命日に料理を特別に供える戦没者の娘二人と､花を新しくする甥の1人のみである｡(桂島地区レベル)　桂島地区では､制度として七〇回忌や100回
忌が導入されたことで､戦没者の｢弔い上げ｣がなされていない｡二〇〇七年より戦没者の七〇回忌法事が始まってお-､四月の合同施餓鬼に際して'施主とな-読経の後に戦没者のために墓に参る親族や､戦没者の名を目にする地区民が'戦没者の存在を再度思い浮かべる契機となる可能性がある｡現在でも､遺族は年四回とされる墓参の時期に､島外で暮らす子供や孫と一緒に墓に参るが'参拝は戦没者個人に対してではなく'先祖1股に対して行われているようである｡かつて､戦没者の墓は他の家族の墓と形状が異な-大型であった　(｢戦没者の墓は他の墓より大きかった｡その中でも､Sの墓は最終的に一番大きかった.親の墓の二　五倍はあった｣　(Sの甥))　が､昭和四1年以降の｢代々墓｣化により､戦没者の名は墓誌に記されるのみである｡(塩竃市レベル)　昭和二八年以降､毎夏に行われている慰霊祭に参
一
加していた遺族は亡-なったり'行かな-なった-して'現在通うのは一名のみである｡遺族会との連絡役として会費など徴収していた遺族が入院し､遺族会との関係は途絶えた｡(宮城県レベル)　宮城県護国神社に､定期的あるいは不定期に参拝していた者が亡くな-､あるいは行かな-なり､現在では参拝に行-者がない｡(国レベル)　靖国神社に､定期的に通っていた者が亡-なり'現在では通う者がいない.1九九五年以降､東京に出掛けた三組の遺族が'偶然の契機から参拝している｡
沖縄県の魔文仁にある宮城之塔に行った二名は'どちらも自家の戦
没者が配られていないがt l人が旅行という私的な用向きで､もう一
戦没者追悼の現在　-　宮城県塩竃市浦戸桂島地区の場合　-
人は遺族会関係の仕事という公的な用向きを帯びながら行った｡(国外レベル)
遺骨収集に'収集団の1員として参加した戦没者の息子は､公的な
用向きを帯びながら行っている｡
三　結論
本稿の目的は､十五年戟争に出征し､それがもとで亡-なった者の
遺族が'自家の戦没者といかなる関わりを持ってきたか･持っているか､その様態を考察することであった｡
桂島地区の遺族の場合､戦没者との経験をもつ世代の多-は亡-な
-､家･地区レベルで､仏壇に対しても墓に対しても､戦没者個人としてより'先祖の1人として働きかけられるようになっている.それでも､家では日常的に'地区内では一年のうちに定期的に､戦没者に対して､直接･間接に関わ-が持たれてきた｡
また､桂島地区の戦没者が多-紀られている､月見ケ丘の慰霊碑と
宮城県護国神社､靖国神社を比較すると､当地区からの地理的な隔たりが増すほど'そこに配られる死者の数とそれに関わる生者の数は増し､遺族は慰霊祭で'より抽象的･集団的な戦没者と対面することになる｡桂島地区の遺族は､居住区と同じ塩竃市内にある月見ケ丘の慰霊碑には'戦没者の両親や妻･兄弟･子供'宮城県護国神社には'戦没者の母や妻というように､戦没者の直系遺族らが県内の施設に定期的に参っていた｡これに対して'県外の靖国神社への参拝は､定期的
五三
に通っていた1名を除いて､他の者は1-数回程度の参拝であり'戦没者の甥や姪(県内の慰霊施設へ参ったという話は聞かれなかった)といった傍系遺族も含めて不定期に'あるいは偶然に参る様子が窺われた｡さらに'かつては県外への慰霊の機会を､宮城県主催の遺児の靖国ツアーや日本遺族会の遺骨収集団といった公的な組織が後ろ盾していた様子が窺われたが'現在では機能していない｡
現在､家長となっている戦没者の子供･甥･姪の世代では､自家の
戦没者と触れ合った経験は持たない者も､戦没者と関わりの探かった遺族の様子は覚えていたり､彼らから受け継いで､戦没者の命日に仏壇に供え物をした-する様子が窺われた｡他にも｢花代｣を受けたり'戦没者の七〇回忌法事の施主となったりするなど'戦没者を想起する契機となり得る機会のあることがわかる｡
以上から'桂島地区の戦没者の遺族は､戦没者に対して､家や地区
レベルで関わり続けるだけでな-'島外の戦没者関係の施設や場所を訪れるなどして追悼する様子が窺われたが､そうしたことを行っていた世代の者たちの死亡や高齢化により､現在では､それらがほとんど行われなくなり､仏壇への関わりや法事の催行といった家･地区レベルでの慣習的な営みに収赦していること､更にはそうした習慣を継ぐ可能性のある世代の者が島外に暮らしていることが明らかとなった｡
五四
り､紹介したい内容は尽きない｡しかし､ここでは最後に､Aの家の事例について述べることにしたい｡
いざ調査を始めLt.,つと意気込んで桂島地区に降-立った筆者が､地
区の人に尋ねたところ､戦没者名簿の先頭に名のあるAの家は絶家していた｡古老とSの甥によれば､｢もともとDの妹だったAの妻は､亘理郡のAの所に嫁いだ｡夫の戦死を受けて'戦後､桂島地区へ戻った｡再婚はしなかった｡養子にとった一人息子が､昭和三六年に一七歳で海難死したことで､Aの妻は桂島を離れ'名古屋に移った｡そこで定年まで働き､10数年前に桂島に戻り､1昨年に一人で亡-なった｡(享年)九四歳だった｣､という｡
桂島地区の墓の西の外れに､Aと一人息子､そしてAの妻の名が三
/
つ並んで墓誌に記されたt Aの家の墓がある｡筆者は､その前に立ち､古老とSの甥に聞いたAの家についての話を反第してみた.依然､Aの声も､Aの妻の声も聴こえなかった｡しかし､風が吹き抜けてい-中で､Aが亡くなったとき､一人息子が亡-なったときt Aの妻はどのように感じたのかということが､無性に想像せられた｡そして､進行中の調査で'できるだけ多-の遺族の声を聞いてみたいと心中に期したのであった｡
おわりに
調査を行う中で出会った各遺族･各家の戦後生活は'多種多様であ
表一　十五年戦争期の桂島地区の戦没者名簿
戟没者追悼の現在　-　宮城県塩竃市浦戸桂島地区の場合1
①生年月日 剪?冏iD荀由?t)giD驃?〔む軍での階級 墜(?,ﾈｾiZ｢?tX?gi&?
A ?剌ｺ和20句 ?(ﾈ?I?｢?5 兌ｩ?+r?﨑a死 刄{ルネオ.コロンビア病舎 
B 冖?口44年7月2日 剌ｺ和20 度ﾈ??｢?4 佛)??寛?刄gラック島.母島 
C ?+??????T?剌ｺ和12 塗ﾈ??｢?3 ?9??＆a死 剴?m群島.中大地区 
D 冖韭?僖?ﾈ??｢?昭和19 祷ﾈ?y?｢?8 ?Y[ｩ+r??H??iウ島(本州東方海面中大地区) 
E ?Y??D???i?｢?昭和20 ?ﾈ?Xﾏｲ?2 ?ｨ耳?V2??H??{州東方海面中大地区 
F ?ﾂ??3年1月4H 剌ｺ和20年4月7口 ?1 ?Y[｢??H??ｼ太平洋方面.中太地区 
G ?ﾇ?ド.12*5Jl15H 剌ｺ和20年4H24日 ?1 ??r??H??苴㏍Nラークピナツポ地方 
= ??l-】34年 鍍d｣р?ｺ和20年2月26日 ?3ー 佛)??蹴?倩?マライ方面 
I 冖?･缶31年 度ﾈ繪?｢?ｺ和20年7月3日 ?6 佛)????R?ﾏ死 刄宴|ール十ケ谷入り日 
J ?剌ｺ和20年10月13日 ?0 ??"?P色病死 剋ｩ宅 
K 冖??僖繆ﾈ?Tfﾂ?昭和20年3月17日 ?8 佻?r?寛?剽ｰ黄島方面 
L 冖韭?9D紿ﾈ?y?｢?昭和20年5月13日 ?5 佛)??+r?寛?剴?逑㏍Gトロフ烏ウ夕レベ湾 
M 冖韭?YD紿ﾈ綺?｢? ?3 佛)?ﾅ)??﨑a死 剴?禛nルマヘラ島 
N ?Y?YD緝ﾈ??｢?昭和19年4月8円 ?7 ?ﾉ+r?倩?ニューブリテン島ラポール.トトベル 
0 ?Y?吋紿ﾈ?I?｢?昭和20年6月18H ?6 佻?r?倩?比鳥ルソン島 
P ?Y?ﾋ9D?(ﾈ?9?｢? ?4 佛)??蹴?寛?剩苒ｹルソン烏 
Q ?Y?吋?ﾈ??ﾒ?昭和19年8月23日 ?5 ?ｩ9兌｢?﨑a死 剞ﾟ-陸軍病院 
R ?Y?僖?ﾈ絛ｵﾒ?昭和19年8Fl20日 ?4 兌ｩ+r?﨑a死 剩苴㏍泣¥ン病院 
S 冖詛fcCT｢?Xﾈ?y?｢?ｺ和12年10月20日 ?5 佻?r?倩?中華民国江蘇省 
T ?售Hﾈ?i?｢?ｺ和14年7月12日 ?0 ?99兌｢?儼??中支江蘇省南京下関 
U ?ﾉ???8ﾈ??ﾒ?ｺ和15年4月9E] ?9 佛)??蹴?寛?剪?h省両道水道溺死 
V ?ﾉ?ﾋ9D???)?｢?昭和12-∫ ?ﾈ?I?｢?4 佛)??蹴?剄L島陸軍病院 
W ?Y?)D???i?｢?昭和14.∫ 祷ﾈ?eｵﾒ?5 ?99兌｢?尞搦?剴?檮`第九番錨地 
X ?剌ｺ和20年5月川E] ?2 ?ｩ9兌｢?寛?刄sルマイルワシ河畔 
表二　話者､および質問群【-】 【二】への回答表(記述式を除く)
戦没者 ????ｶ年 ?ｭhﾅr?写真 嶋見Gb?遺品 ??ｸ,ﾂ?ﾈ,ﾉV?12カミ. ホトケ ?9~ﾈﾛ?,ﾈ?ﾝﾒ?6去参 のl口】数 ?rﾓr雹?lr?ﾉ^h?:靠ﾂ?
A ?怨b?l止7年 ? ? ? ?× ??
Sの甥 傴ｩ??D?
B ?,ﾈ鵁??ｺ和17年 冖｢?ｼ) ?ﾂ?× ?? ?4,5回 ?ｲ?
C ?,ﾈｶ?? 佛ｨ,ﾈﾜ?⊂) ?ｲ?? ? ?
D 肺,ﾉl2?ｺ和21年 ?Y??ｼ) ?ｲ?? ?× ??
冗 侘9?e8,ﾈ剪?の項参照 ?○ ?ｲ?~ ?ｲ?? ??
F 派,ﾈ剪?ｺ和7年 ??⊂) 鐙??l ??ホトケ 兒y&B??ｲ?
G ?昭利21年 佛ｨ,ﾉ+x??⊃ ?ﾂ?X ??ホ卜ケ 兒y&B?回 ?ｲ?
H 蝿,ﾈ自?k｢?ｺ和5年 冖｢?ｼ) ? ? ? ?
I ?,ﾉih,??昭和16年 ?x??ｼ) ?+ ?? ?2,3回 ?
J 優ｨ,ﾈ剪?ｺ和24年 俶?ﾉwｳｧ"? ?+ 啖ﾂ??2,3回 ?ｲ?
K 蛤,ﾈｶ?R?ｺ利23年 ?ﾘ,ﾈ?,ﾈﾜ?○ ?ﾂ?)く ?ﾂ?ホトケ 兒yO2?回 ?ｲ?
L ?X,ﾉ??ｺ和22年 冤r?⊃ ?ｲ?) ???zトケ 兒y&B?回 ?ｲ?
M 蛮,ﾈﾜ?大止7年 ??(⊃ ?ｲ?¥ ?ｲ??5回 くらい ?一人息了- ?息子
N ?昭和16年 ?x??ｼ〕 ??~ 楢*ﾒ?z卜ケ 兒y??LuⅠ ?
0 枇,ﾉ??ｺ和11年 ??(⊃ ?× 調??4,5【uJ ?
P ?,ﾈ鴿&｢?ｺ和14年 ?x??+ ??× 鐙*ﾒ??2,3回 ?
Q 侘9?e8,ﾈ剪??,ﾈﾘ??b?⊃ ?ｲ?~ ?? ? ??
冗 ?,ﾉ??蜷ｳ13年 ??× ?(*ﾒ?~ ?? ? ?
Rの蛭 傴ｩ?#ID?姪 ?ﾂ? 著*ﾒ? ?ｨ6x5?仏壇 ?H??⊃ 
S ?,ﾈｴｲ?ｺ和15年 佛ｨ,ﾉ|y&｢?ｼ) ?ｲ??鐙*ﾒ?zトケ 兒y&B?回 ?ｲ?
T 玲?ﾉ?e8,ﾈ剪?の項参照 ???e?? ? ? ?× ??
U 派,ﾈ剪?ｺ和7年 ?ｲ??浮?~ ??ホトケ 兒y&B??ｲ?
Ⅴ 鰭,ﾈ剪?憧?メ ?ｲ?? ? ?
W 茶ｸ,ﾉVr?ｺ和21年 ?Y??~ ?ｲ?? ?× ??
X ?,ﾈ剪?の項参照 ?((⊃) ? ? ? ??
○　　　質問した事柄が認められる
×　　　賀FIJJした事柄が認められない
一　　　遺族が亡くなったり､入院したりしていて､確認できない
空欄　　諸事情により､未確認
備考(0)　話者の回答内容を筆者が実見していない場合
Ⅹの質問16の項は､ Xの姉がlの蒙であり､ Ⅰの虐[-が農守をしていることによる
表三　月見ケ丘の慰霊碑への参拝動向
lI=yl 綴偵ﾒ?N代 1853-195 ??田?～1985 蔦?s?～1875 ??塔?～1985 ??涛?～1995 ?ｨ璽#??一一2005 ????-Fr 
A ? ? ? ? ? ? ? 
a ?ｦﾂ??Il"ll""ll 姪ﾖﾈ??免ﾆﾆﾆﾆﾆﾈ??姪ﾖﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾂ?l…lll1 敦ﾆﾄﾆﾆﾂ$? ?ﾆﾂ"#??.3匝】 
C 儿2?? ? ? ? ? ?2_3良一 
FF 免ﾃﾖﾆﾄ??? ? ? ? ? ???謦?
lのI ? ? ? ? ? ?
D F 0 辻?"?? ? ? ? ? ?ずいぶん ずいぶん 
見 ? ?lllll… ? ? ? ? 辻粨ﾏｲ?
H I 筈ﾈ??? 牝?ﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾂ?? ? ? ?10LEd 
J ? ? ? ? ? ? ? 
K L 辻?? ? ? ? ? ?ずいぶん 
H N 辻?? ? ? ? ? ?ずいぶん 
0 ??WWlTL-1 坊?ﾇVRｶ調ｲｶ?ぶS(+++++1 ?2ｲｲｲｲｶ?2?RS+{++≡ 版Bｲｲｲｲｶ?SR++++A ? ? ?5_6【司 
P ??ﾄ? ? ? ? ? ? ?神敬恒ー 
Q ? ? ? ? ? ? ? 
R S 綿???I"lllllllll 免ﾆﾆﾆﾈ?ﾂ?llll…l 免ﾆﾆﾈ?ﾂ?…lm ?ﾆﾆﾈ??Ill"I"ll ?ﾆﾆﾆﾆﾂ&ﾆﾆﾂ?lll…l 免ﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾒ?ll…lll1 免ﾆﾈ?ﾆﾆﾂ?匝】 lrいぶん 
見 ? ?"lIIlllll ? ? ? ? ??uIYｲ?
T ? ? ? ? ? ? ? 
∪ ? ? ? ? ? ? ? 
V ? ? ? ? ? ? ? 
W X ? ? ? ? ? ? ? 
表四　宮城県護国神社への参拝動向
‡代 劔劔劔萄4s?
JA;生育 把r粐ﾒﾒ?945-1950 唸??SR?鼈?900 ??ャR?鼈?970 ??都R?`1980 ??塔R?1990 ??涛R?`2000 ???R?`2010 ?
A ? ? ? ? ? ? ? ?
a ? ? ? ? ? ? ? ?
C D 辻?? ? ? ? ? ? ??(-H/?
F Q 啜ﾃ｢?? ? ? ? ? ? ??(-H/?
H ? ? ?l‖lllll‖ll ? ? ? ? ?
I 筈ﾅ2?? ?LI"llrlll ?9?ｩ?｢?? ? ? ???謦?
J ? ? ? ? ? ? ? ?
K L 辻?? ? ? ? ? ? ??(-X/?
M ? ? ? ? ? ? ? ?
～ ? ? ? ? ? ? ? ?
0 又"?lll…lH 免ﾆﾆﾆﾄﾖﾂ?ll=… ?ﾆﾆﾆﾆﾆﾃﾖﾆﾂ?…=l ?ﾆﾂ&ﾄVﾆﾂ?…llll ?ﾈ?ﾆﾆﾆﾂ?? ? ????
P ? ? ? ? ? ? ? ?
q ? ? ? ? ? ? ? ?
R S 辻?披?lll=l… ??ﾄﾖﾆﾆﾂ?l川llHl 綿?ﾄ??…lm 番免ﾆﾂ$?lll"ll"1l 牝??ｩ?｢?llLl"lll 蒙ﾈ?ﾒ?l"llLll"I ?6ﾆﾃﾖﾂ?l……l ????(-H/?
兄 ? ? 免ﾃﾘ??? ? ? ?1.2匝】ー 
丁 ? ? ? ? ? ? ? ?
∪ ? ? ? ? ? ? ? ?
∨ ? ? ? ? ? ? ? ?
W X ? ? ? ? ? ? ? ?
表五　靖国神社への参拝動向
ZE一モ 劔劔剪??ｨ??
r-▲= ???ikﾂ?945-1950 ??鉄R?】188() ??田R?`1970 ??都R?`1980 蔦?コ?`t990 ??｣?迭??2000 ???R?`之DlO ?
A ? ? ? ? ? ? ? ?
a 綿??lllll…… ?ﾄﾂ&ﾆﾂ$?llll…ll 汎免ﾂ&ﾄﾆﾆﾆﾆﾂ?l"ll"ll ?免ﾂ$免ﾂ?"lll1"I" 薄ﾆﾂ&ﾆﾄﾆﾆﾆﾆﾆﾂ?llllll… 免ﾆﾈ?ﾆﾂ?cl… 蒙ﾆﾘ??…l…l ??uH謦?
C ? ? ? ? ? ? ? ?
P ? ? ? ? ? ? ? ?
F ? ? ? ? ? ? ? ?
伝 啜ﾃ｢?llLIl"Ill" 免ﾆﾆﾆﾆﾈ??"llEIII"I 敦ﾃ?? ? ? ? ? ??譏*ﾘ.x*"?
H ? ? ? ? ? ? ? ?
1 筈ﾂｲ?? ? ? ? ? ? 佰ｲ?
J ? ? ? ? ? ? ? ?
K L 綿.ﾗB?ｨ??? ? ? ? ? ? 友ﾈ謦??(-H/?
M 筈ﾆb?? ? ? ? ? ? ???
N ? ? ? ? ? ? ? ?
0 ? ? ? ? ? ? ? ?
P ? ? ? ? ? ? ? ?
0 ? ? ? ? ? ? ? ?
R 冤8,ﾉOﾂ?? ? ? ? ? ?ｸ?????
【. ? ? ? ? ?1■ ?1回 
ら ?ｨ披??ｽLjLmg+RWl 亦ｲｷFﾅFﾂ?SSijNSLT1 ?Xﾜi'?R?? ? ? ? 舶??謦?
l■ ? ? ? ?  ? 白?【司 
T ? ? ? ? ? ? ? ?
∪ ? ? ? ? ? ? ? ?
∨ ? ? ? ? ? ? ? ?
VV ? ? ? ? ? ? ? ?
X ? ? ? ? ? ? ? ?
hi"lnh l
は.粥抄lナした期m中.定期的に漁った4台
は.網廿lナした期Ⅶ中.内一六回通った4台
は､粥tBlナした期間中.牡回(1一三回)iったq一合~~~書　　は.出hlナ 年机特定できた4台
df書rずいぶん出hlナていた止される牧没書の母や暮らのうち. EEl=亡くなっていて､ 3っていた時那1特定できないため､没年までN軌ナしている｡
違っていた時期が兼fL故であるBの姓やRの*については､現iEまで粥軌ナしている.
註
(-)｢戦争牝者｣という語の用法は,四日明に拠る｡内相は､[仲村､二〇〇六｣にお
いて,｢戦争牝者｣概念を,帝人･軍属など乾樹により亡-なった戟花器に､非戦関口である戟災化石を含めた'戦争による死bC今般を指すどするoなお'本稿でEいる｢戦没者｣は､恭本的に西村の｢戦死者｣(｢軍人･軍属なと戟関により亡くなった｣者)とH義である｡しかし'本稿が基礎賀利とする｢海軍関係戦没者及遺族者名簿｣と｢陸軍関係戦没者及遺族名名簿｣には'名簿の死亡の区分が公的な区分と一致しない名が含まれる(例えば,｢戟病妃｣と記された1は､遺族に尋ねたところ'戦地から病を抱えて帰郷して桂･･JE地区の･1-宅で亡-なったが'公的には｢戟嫡死｣と比なされず､靖国神社にも和られていなければ､遺族年金をせけたこともないという)0従って,本稿の｢戟役者｣の用法は'川村の｢戦死至の用法に従いながら'浦一=謂烏については,基礎資料とする省簿が｢戦没者｣と記載する用法に則ることとする｡本稿で用いる｢遺族｣概念は'｢｢戦没者｣の遺された家族｣を指すことにするC
(2)[池上,二〇〇八]o他に,国LV歴史民俗博物館では一lOO∴牛から'戟友が枇死
または戦病死した男性と'夫が戦死または戟病死した女件を想淀し､各部追府=-fか
メ
ら刀女.,名ずつを対象とする戦争体験の聞き取り調擬を納札Ltその成果が『較争体験の記鍬と語りに関する資利調査』(l)～(川)(二〇〇E:～二〇〇九年)として'まとめられている.また,同調査で聞き取られた内容をもとに､戟左あるいは夫を尖ったN=たちがその靴音といかに向き合ったのかが'関沢まゆみによって[関沢'
･･〇〇八]にまとめられたoさらに'本トに生還した兵十が戟後になって戦争体験
記を著した根底にある心意を考察した[ノ瀬'二〇〇六]'身内を戦争で尖った遺族たちが遺骨収集や戦地訪問に赴いた背景となる相心いを考祭した[西=､〇〇八]があるo公的な追悼式典とは別に'戦争化者を過去の存在とせずに現前させる民問砧名を通じた戦争化石との付き合いカを'沖縄牡の事例から報告した[佐藤､二〇〇四]もあるO
(3)西村は､[内村､.〇〇八]において'｢沈黙する遺族｣を'｢粍後の生.･=において
遺族としての態度未明をしない･できない人たち｣とするじ
(4)これは,主に質問.一八･九で尋ねるoこうした分析視角については､鈴木岩弓
先叶にこ敦不を頂いた｡
(5)『塩竃市史Fq』､九E:九頁｡
戦没者追悼の現在-宮城県塩竃市浦戸桂島地区の場合1
(6)『地竜市史Fj』､五七四'わと･Fla｡(7)古老は戦後､杵絹地ilm身の戦没者の某には､親戚の法事や盆以外には季-なかっ
たという｡指竜山の尉墓碑や楕回神利に､山掛けたこともないo戟巾､古老が二度Hの入営のために広島に向かいへ山鳥駅の二駅重刑の海州巾駅に花市が停車中に､原了爆弾が投下された｡氏は､EI年前に｢被爆芦であると聖網して､Hにl度の健康診断をせけている｡
(8)Sの甥は､｢(Sが)卜五句粍争における株島地clからの最初の戦役芹-と詔したが'
鈴木氏の名簿を見ると'Vの方が先に亡-なっている｡
(9)例えば,AはtE･=城県Hl稚郡t Bは…1芋県下閉伊郡が本籍で､桂島地区山身の女件
が島外のAとBのもとへそれぞれ嫁き'彼らの枇死を受けて'彼女らが戟後実家のある桂島地1へ1拭ったのである｡
(川)=清較年と日露戦争におけるl名ずつの杵島地坪の戦没者遺族宅を訪問したとこ
ろ,両家とも遺族が臼家に戦没者がいたことを知らなかった｡両家で確認を願ったところ,戦没者について,前者は位牌が､後者は家の過去帳に記載があった｡さらに､後者について,浦戸諸島全体として整枝者を和る唯lの施設である｢明垣1十L八年役戦死名巾還碑および従軍記念碑｣(寒風沢島にありt H露戦争における浦L村山身の死軍･名の銘が刻まれている)に､自家の牝石の名が刻まれていることを遺族が知らなかった｡
(‖)鈴木氏の名縛には､Cの没年とル若齢について､｢昭和111咋･ハ月二九HLrlLj｣
とあるが,Cの墓を尖見したところ'｢昭和l八年六月1九日｣｢二三｣と.記されていたので'こちらを探ることにする｡
(1)国1り歴史民俗博物館･資料委員会編へ『戦争体験の記録と語りに関する資料調査』
二)～(四)(二〇〇四～二〇〇九%)については'調査を終えてから存在を知っ
たため､質問項目の設定に反映させることができなかった｡
(13)話を聞いた家艮･ハ名には島外に草1,すLt名の兄弟姉妹がいる｡これに､しの川各
の娘のうち存命の者を合わせた数が､戦没者の子供で健在の者の人数となる｡
(14)この山来車は,昭利▲○竺1.=にGHQが発した｢神道指令｣の平を指すと考
えられるo
(ほ)岩出蚕則『｢お菜｣の誕ヰ』(…1謎古仙､`.〇〇六空t l九.～　九三頁｡〔16)瑞雲口悪苑の大東亜戦争観没勇JJ=合葬之慕(常盤ム口璽妃の前身は､JIE城料出身者
を中心とした郷十部隊である第二師川のための陸軍墓地であり'人東♯戦争整第十合葬之墓は,遺族から遺骨埋葬の殿い出があった者の骨や引き取-手のない遺骨
五七
を埋葬したものであるo)　や'千鳥ケ淵戦没者墓苑についても尋ねたが'その存在を知る省がなかったo　また､二〇〇四年一〇月に新装した宮城県護国神社の附属施設である英霊顕彰館が'戦没者の遺影を募集してお-'現在までに一1000葉以卜が集まっているo遺影を納めれば'遺族にとって施設内の展示スペースが'戦没者と個別的に対面する場となり得る｡そこで'桂鳥地区の遺族に'遺影を納めたか､また納めたいかどうか都度的に尋ねたが'特に興味を示す者はなかったo管見の限り'浦戸諸島から英霊顕彰館へ遺影を納めたのは､石浜地区のl名のみである｡
(17)月見ケ丘の慰霊祭の取材経験を持つ'小川澄夫氏(昭和七年生まれ｡元新聞記者で'
現在は塩竃市文化財委員長)　によれば'二〇数年前には一五〇名ほどの参加者がいたが'現在では四〇名ほどになっているという｡
(18)本稿の質問では､当地区戦没者の所属部隊は未確認であるから'必ず宮城県護国
神社に和られているとはtI眠らない.このうち､Aは宮城県亘理郡出身であ-'月見ケ丘の慰霊碑には稚られていないと考えられる｡Bは岩手県出身であ-､月見ケ丘の慰霊碑および宮城県護国神社には紀られていないと考えられる｡
(19)　Rの妻が再婚した石滝地区の男性(Rの従兄弟にあたる)　が､靖E神社に｢行っ
たかも｣しれず､月見ケ丘の慰霊碑と護国神社に何度か出掛けていたというO
(20)　Kの甥夫婦は'硫黄島への遺骨収集を願い出たところ､｢直系でないから｣との理
由で断られたという(依願先は未確認)｡
(21)氏が受給するようになったのは'Fの兄の受けていた四万円がへ　その死後､Fの
他の兄弟の所に行-ようになったのをへ　｢自分が叢･:･1をしているから｣と'役所の手続きに行ったからである｡主要参考文献
池上良正'二〇〇八､｢靖国信仰の個人性｣'閲学院大撃研究開発推進
センタ-編『尉芸正と顕彰の間　-　近現代日本の戦死者観をめぐって』､錦正社
一ノ瀬俊也､二〇〇六､｢餓死の島をなぜ語るか　メレヨン島生還者
たちの回想記｣､『国立歴史民俗博物館研究報告』第二一六集
五八
岩田重則'二〇〇六'『｢お墓｣　の誕生』､岩波書店国立歴史民俗博物館･資料委員会編'二〇〇四～二〇〇五､『戦争体
験の記録と語りに関する資料調査』(1)　～　(四)
佐藤壮広､二〇〇四､｢追悼の宗教文化論　-　沖縄における平和祈念
と民間盛者｣､国際宗教研究所編『新しい追悼施設は必要か』､ぺりかん社
塩竃市史編纂委員会編'一九八六㌧　『塩竃市史Ⅱ』､塩竃市末木文美士･池上良正､二〇〇六､｢死者の声を聴-こと　-　慰霊と
追悼をめぐって｣､国際宗教研究所編『現代宗教　二〇〇六』､秋山書店
鈴木寛蔵､l九七七～l九八四､『浦戸の今昔』(〟)　～　(五)､塩竃
′
市浦戸公民館
関沢まゆみ､二〇〇八㌧　｢｢戦争と死｣　の記憶と語-　その個人化と社
会化｣'『国立歴史民俗博物館研究報告』第一四七集
西村明､二〇〇六'『戦後日本と戦争死者慰霊　-　シズメとフルイの
ダイナミズム　ー　』､有志舎二〇〇八､｢遺骨収集･戦地訪問と戦死者遺族　-　死者と生者の時-空間的隔たりに注目して　-　｣､『昭和の-らし研究』六
宮城県連合遺族会'一九九九㌧『　-　鎮魂の記-遺族会五十年の歩み』'
宮城県連合遺族会
付記
牡蛸や海丑'=の収穫が忙しい中､筆者の調査に応じて卜きった杵島地区の方々と､多-
の資料と助言を卜きった塩竃i=文化財委員長の小川澄夫氏に､末筆ながら感謝申ししけます｡
戦没者追悼の現在　-　宮城県塩竃市浦戸桂島地区の場合　-
五
九
